
 

 

 

  

 １０月に入り、一年間の折り返しの時期を迎えました。平成２９年度から開始し

た「えひめジョブチャレンジＵ‐１５事業」も今年で６年目となりました。中学生段

階で望ましい勤労観や職業観を形成することや、地元産業、地元企業での体験によ

り地域の魅力を実感させることを目的として実施しており、今年度も県立中等教育

学校を含めた県内全ての中学校において職場体験学習に取り組んでいます。義務教

育課では、この事業を広く発信し、学校と家庭、地域、事業所等が情報を共有し、将

来の愛媛を担っていく子供たちを、みんなで支えていきたいと考え、学校でも家庭

でもインターネット環境があれば自由に閲覧ができる「えひめジョブチャレンジＵ

‐１５ホームページ（https://ehime-jcu15.com）」を立ち上げています。愛媛県内で

きらりと光る魅力的な事業所の紹介など、中学生の職場体験学習に特化した情報の

ほか、小学生や小学校の先生方にも参考になる、キャリアパスポートの例示や進路

学習、企業見学に使える情報などを掲載しています。また、愛媛県の「スゴ技」「す

ごモノ」「すご味」など県内企業の魅力を紹介するリンクも充実しています。 

今年度からの新たな取組として、同ホームページ内で職場体験学習を終えた生徒

から「ジョブチャレ体験レポート（https://ehime-jcu15.com/reportlist）」を募集

しています。既に、多くの生徒が 1 人１台端末を使って、自分の言葉で職場体験学

習の学びをレポートにまとめ投稿しています。レポートには５日間の貴重な体験か

ら学んだことや事業所の魅力、将来のことなど、生徒の前向きな気持ちがたくさん

記されており、本ホームページは、まさに夢を語れる場にもなっています。今後は、

生徒から投稿されたレポートから企業の紹介動画を作成し、同ホームページ内で公

開する予定です。１０月以降も職場体験学習を実施する学校は多くあります。生徒

の皆さんからのレポート投稿を楽しみにしています。 

 

 

 

 

【ホームページ】   【レポート募集】 
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【投稿されたレポート】 
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 残暑厳しい９月でしたが、１０月になって過ごしやすい日が増えてきました。秋

の夜長に読書を楽しんでいる方も多いのではないでしょうか。読書は、子供にとっ

てメリットが多くあります。新しい発見や出会い、夢が得られるのが読書です。ま

た、自分のペースで読みたいときに読みたいだけ読めるのも読書の魅力の一つです。

読書と学力の関係について、１日３０分～６０分程度の適度な読書は学力と相関関

係があると言われています。今年度の全国学力・学習状況調査においては、新聞を

「ほぼ毎日」読む児童生徒の平均正答率は、「ほとんど、または全く読まない」児童

生徒と比べて高く、新聞を読む頻度が多いほど、正答率が高い傾向がみられました。

一部、研究所の調査によると、読書量が多いほど知識が高まり、読書量の多い子供は

単に多くの本を読んでいるだけでなく、読み方を工夫したり自分に役立つことを理

解したりしていると言われています。 

 義務教育課ではこれまで、子供たちの読書活動を充実させるために読書通帳を作

成し、県内公立小学校４～６年生全員に配付してきました。読書通帳を活用した児

童生徒からは「記録がたまっていくことが楽しみ」、「今後も使用したい」、「読書への

親しみがわく」など、先生方からは「読書への意欲が向上する」、「引き続き配付して

もらいたい」、「新たなジャンルへの契機になる」など前向きな感想や意見をいただ

いています。現在、ＣＢＴシステムと連動した「電子版読書通帳 Webアプリ」を開発

しており、今年度中の運用開始を目指しています。この電子版読書通帳は、読書記録

だけでなく読書量ランキングや人気書籍の表示機能、ＣＢＴシステムにおける各種

データとの紐付け機能が搭載される予定です。１人１台端末を活用し読書通帳がデ

ジタル化されることで、読書の新たな楽しみが味わえます。灯火親し、子供たちと一

緒に「読書の秋」を楽しんでください。 
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